
 

 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

                   

動
員
下
で
の
受
験 

 
 

通
年
動
員
で
授
業
は
実
施
さ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
更
に
、
動
員
先
で
空
腹
を
抱
え
て
の

残
業
が
続
く
と
、
自
習
を
す
る
時
間
的
・
体
力

的
余
裕
も
奪
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

逼
迫
し
た
戦
局
の
中
で
も
上
級
学
校
へ
の
入

試
は
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
寮
生
は
夕

食
後
の
温
習(

自
習)

の
時
間
に
、
自
宅
か
ら
の

通
勤
者
は
帰
宅
後
に
、
受
験
勉
強
に
取
り
組
み

ま
し
た
。 

中
45
回
の
川
上
繁(

飛
行
機
部
所
属)

は
、

『
戦
い
の
な
か
の
青
春
』
の
中
で
、 

｢

今
で
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
明
る
い
思
い

出
の
一
つ
は
、
【
寮
の
】
消
灯
ま
で
数
人
で
受

験
勉
強
に
励
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
当
時
敵
国
語

の
英
語
も
学
び
合
っ
た
。
本
当
に
学
ぶ
喜
び
を

知
っ
た
の
は
こ
の
時
だ
っ
た
。
技
術
将
校
の
一

人
が
、
我
々
を
ひ
そ
か
に
指
導
し
て
く
れ
た
こ

と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。｣

 

と
述
懐
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、
川
上
た
ち
は
合
格

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

上
級
学
校
や
軍
関
係
学
校
へ
の
入
学
者
に
対

し
て
は
、｢

入
学
３
ヶ
月
延
期｣

の
措
置
が
採
ら

れ
た
の
で
、
彼
ら
は
６
月
23
日
及
び
27
日
に
、

東
京
電
機
、
中
村
航
空
兵
器(

後
の
中
村
鉄
工

所)

、
航
空
廠
を
退
社
・
退
庁
す
る
ま
で
、
工

場
勤
務
を
続
け
ま
し
た
。
そ
の
間
、
少
し
で
も

学
び
の
手
助
け
を
、
と
援
助
を
し
て
く
れ
る
人

た
ち
も
い
ま
し
た
。
中
45
回
桜
井
保
之(

飛
行

機
部
所
属)

は
、『
戦
い
の
な
か
の
青
春
』
に 

｢

学
級
担
任
で
あ
っ
た
石
崎
正
雄
先
生
が
、

七
月
ま
で
少
し
で
も
勉
強
し
よ
う
と
、
日
曜
日

私
達
医
系
に
進
学
す
る
生
徒
数
名
に
、
ド
イ
ツ

語
の
手
ほ
ど
き
を
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
は
あ

り
が
た
か
っ
た
。
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と
、

近
く
の
雑
木
林
に
寝
転
ん
で
、
ド
イ
ツ
語
の
不

定
冠
詞
や
不
規
則
動
詞
の
活
用
な
ど
を
暗
記

し
た
も
の
で
あ
る
。 

【
海
軍
】
委
託
学
生
(注)

の
中
に
は
、
当
時

の
高
専
【
高
等
専
門
学
校
】
生
や
大
学
生
も
い

た
。
私
達
の
グ
ル
ー
プ
の
担
当
と
し
て
、
当
時

の
東
京
帝
大
第
二
工
学
部
の
学
生
、
高
桑
秀
雄

さ
ん
が
い
た
。
彼
は
、
私
達
の
仕
事
に
余
裕
の

あ
る
時
は
、
数
学
や
物
理
学
を
時
々
教
え
て
く

れ
た
。
そ
の
中
で
、
流
体
力
学
の
基
礎
法
則
で

あ
る
『
ベ
ル
ヌ
ー
イ
の
法
則
』
は
、
ず
っ
と
後

年
、
血
管
の
中
を
流
れ
る
血
液
の
性
状
の
研
究

に
も
重
要
な
法
則
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
懐
か

し
か
っ
た
。｣

 

と
学
び
の
想
い
出
を
記
し
て
い
ま
す
。 

 

終
戦 

 
 

８
月
15
日
正
午
、
終
戦
の
勅
語
の
放
送(

玉

音
放
送)

が
あ
り
ま
し
た
。
学
徒
た
ち
は
、
動

員
先
や
学
校
、
或
い
は
自
宅
で
、
玉
音
放
送
を

聴
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
中
45
回
高

橋
邦
男(

飛
行
機
部
所
属)

は
、『
戦
い
の
な
か

の
青
春
』
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。 

 
｢

戦
局
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
七
月
初
旬
、

零
戦
脚
部
修
理
班
は
、
工
場
疎
開
の
た
め
、
荒

川
沖
東
側
の
民
家
に
、
工
場
を
移
し
て
作
業
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

駅
よ
り
近
い
た
め
、
通
勤
に
は
便
利
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
運
命
の
八
月
一
五
日
を
迎
え
る

事
に
な
っ
た
。
当
日
正
午
に
、
玉
音
放
送
が
あ

る
か
ら
、
中
庭
に
集
合
す
る
よ
う
、
指
示
が
あ

っ
た
。 

 

三
〇
人
位
い
た
工
場
関
係
者
が
集
ま
っ
て
、

玉
音
放
送
を
聞
い
た
が
、
当
時
の
ラ
ジ
オ
は
雑

音
が
ひ
ど
く
、
最
後
部
に
い
た
我
々
は
、
正
直

い
っ
て
何
の
話
か
、
内
容
が
全
然
解
ら
な
か
っ

た
。『
戦
局
が
不
利
な
の
で
、
国
民
は
全
力
を

挙
げ
て
、
戦
争
に
対
処
す
べ
し
』
と
、
勝
手
に

解
釈
し
て
い
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

た
だ
、
最
前
列
に
い
た
技
術
将
校
が
、
青
い 

顔
を
し
な
が
ら
『
チ
キ
シ
ョ
ウ
！
』
と
叫
ん
だ 

の
を
覚
え
て
い
る
。
や
が
て
班
長
か
ら
、
戦
争 

は
負
け
て
終
わ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
が
、
実
感 

が
湧
い
て
来
な
か
っ
た
。
負
け
た
と
実
感
が
湧 

い
て
き
た
の
は
、
自
宅
に
帰
っ
て
、
家
族
が
泣 

い
て
い
た
の
で
解
っ
た
。 

 

終
戦
に
な
っ
て
か
ら
、
航
空
廠
の
上
空
に
は
、

連
日
、
航
空
機
が
飛
立
ち
、
一
部
の
者
達
が
戦

争
続
行
を
唱
え
、
徹
底
抗
戦
す
る
ビ
ラ
が
撒
か

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
も
数
日
間
で
終
わ
っ
た
。｣ 

 
 

ま
た
、
土
浦
高
女
生
で
あ
っ
た
上
野
美
代
子

の
８
月
15
・
16
・
17
日
の
日
記
に
は
次
の
よ

う
な
記
載
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 
｢

終
戦
の
日 

八
月
一
五
日 

 

朝
五
時
か
ら
空
襲
に
な
り
解
除
に
な
ら
な

い
ま
ま
正
午
を
迎
え
た
。
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
天

皇
陛
下
の
ご
詔
勅
が
あ
る
と
い
う
の
で
奥
座

敷
に
父
母
と
共
に
直
立
し
て
拝
聴
す
る
。
米
英

ソ
に
対
し
和
睦
を
申
入
れ
た
が
遂
に
失
敗
に

終
り
、
皇
国
三
千
年
の
歴
史
は
ど
う
な
る
の
か
。 

 

八
月
一
六
日 

 

『
日
本
が
無
条
件
降
伏
し
た
』
信
じ
ら
れ
な

い
。
昨
夜
一
式
戦
闘
機
が
低
く
飛
ん
で
ビ
ラ
を

ま
い
た
。
ザ
ラ
紙
へ
『
天
皇
は
絶
対
の
御
方
な

り
天
皇
の
軍
隊
に
降
伏
な
し
』
と
大
き
く
書
い

て
あ
っ
た
。
午
後
自
転
車
で
登
校
、
み
ん
な
涙

を
流
し
て
い
た
。
柳
田
少
尉
が
『
こ
れ
で
戦
争

を
終
ら
せ
る
も
の
か
、
俺
達
は
こ
れ
か
ら
戦
う

の
だ
』
と
い
っ
た
。
心
強
く
嬉
し
か
っ
た
。 

 

町
の
角
々
に
ビ
ラ
が
貼
ら
れ
て
い
た
。『
特

攻
隊
ニ
テ
死
セ
シ
者
泣
ク
ゾ 

大
君
の
ふ
か

き
め
ぐ
み
に
浴
し
身
は 

言
い
残
す
べ
き
片

言
も
な
し
』
と
書
い
て
あ
っ
た
。
夕
方
海
軍
の

人
が
来
て
ビ
ラ
を
は
が
し
て
持
っ
て
い
っ
た
。

陸
軍
大
臣
は
一
昨
夜
切
腹
し
た
と
報
道
さ
れ

た
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
月
一
七
日 

 

登
校
し
て
校
長
よ
り
訓
話
あ
り
。『
こ
れ
か 

ら
先
い
ろ
い
ろ
の
困
難
が
来
る 

そ
れ
ら
を 

平成３０年９月１１日 
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号 

戦時下の土浦中学生１６  
～第一海軍航空廠・学徒たちの戦い６～ (霞ヶ浦その 28) 

通年動員も１年を過ぎ、戦局はますます逼迫、敗戦の色が濃く

なりましたが、学徒たちは勝利を信じて懸命な戦いを続けていま

した。しかし、８月 15 日、運命の日が訪れ、学徒たちは信じられ

ぬ思いで一空廠を後にし、それぞれの母校へ戻って行きました。 

引用文中の【 】内は筆者による注記です。 

 

月刊 
（土浦一高・土浦中学とその周辺の物語） 

復学した土中生たち 
(中 46・47 回４年次クラス写真、昭和 20 年９月頃）  

前列中央の右が学年主任長南俊雄先生、左が担任岡田良典先生 

（中 47回・旧職員 小沼三郎氏蔵) 

 



 

 

乗
り
越
え
て
独
立
国
に
な
る
為
努
力
す
べ
き 

事 
代
用
教
員
養
成
の
専
攻
科
は
今
日
限
り 

で
終
り
』
訓
示
後
解
散
。
航
空
廠
の
係
官
が
来 

て
西
運
動
場
で
図
面
や
書
類
を
ど
ん
ど
ん
燃 

や
し
た
。(
『
戦
い
の
な
か
の
青
春
』)｣ 

 

一
空
廠
の
技
術
将
校
や
工
員
な
ど
の
大
人

た
ち
は
、
敗
戦
を
覚
悟
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

学
徒
た
ち
は
、
ひ
た
す
ら｢
神
州
不
滅｣

｢

神
風｣

を
信
じ
て
、
課
業
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
敗
戦
を
直
ぐ
に
は
信
じ
ら
れ
ず
、
肩
の

力
が
抜
け
、
ポ
カ
ン
と
し
て
一
日
が
過
ぎ
て
い

き
ま
し
た
。 

 

退
廠
式 

 

８
月
18
日
、
早
く
も
、
女
子
挺
身
隊
員
と

女
子
動
員
学
徒
と
の
退
廠
式
が
、
本
廠
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
女
子
挺
身
隊
員
は
、
1944

年
８
月

に
公
布
さ
れ
た｢

女
子
挺
身
勤
労
令(

勅
令
第

519
号)

｣

で
動
員
さ
れ
、
入
廠
し
ま
し
た
。
男

子
工
員
が
徴
兵
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
不
足
す

る
工
員
を
補
う
た
め
に
、
14
歳
か
ら
40
歳
の

内
地
の
女
性
が
採
用
さ
れ
た
の
で
す
。
彼
女
た

ち
の
出
身
地
は
、
県
内
ば
か
り
で
な
く
、
栃
木
、

福
島
、
岩
手
県
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
し
た
。
彼

女
た
ち
は
、
女
子
工
員
寮
で
食
糧
難
に
苦
し
み

な
が
ら
、
慣
れ
な
い
機
械
を
使
っ
て
、
零
戦
・

桜
花
な
ど
の
兵
器
生
産
の
た
め
に
、
身
を
挺
し

て
国
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

８
月
20
日
に
は
、
男
子
学
徒
と
女
子
工
員

と
が
、
本
庁
舎
東
側
広
場
で
開
か
れ
た
退
廠
式

に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
退
廠
式
の
様
子
を
中

48
・
高
１
回
屋
口
正
一
は
、『
櫻
水
物
語
』
に

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

 
｢

八
月
二
〇
日 

ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
高
等
官
、

高
級
将
校
を
背
に
し
て
、
廠
長
は
中
央
式
台
へ

静
か
に
登
っ
た
。
一
同
の
眼
は
長
身
の
廠
長
に

注
が
れ
た
。 

 

『
恐
レ
多
ク
モ
御
聖
断
ハ
下
ッ
タ
。
我
々
ハ

神
州
ノ
不
滅
ヲ
信
ジ
、
国
体
護
持
ノ
大
御
心
ヲ

体
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
。
…
…
諸
君
ハ
学
窓
ニ
戻

リ
本
分
タ
ル
学
業
ニ
専
念
シ
、
以
テ
新
日
本
ノ

再
建
ニ
尽
力
シ
テ
貰
ヒ
タ
イ
』 

 

訓
示
は
短
く
沈
痛
で
あ
っ
た
。
総
員
『
頭
中

【
か
し
ら 

な
か
】
！
』
に
答
礼
し
た
第
二
種
軍

装
に
白
手
袋
の
廠
長
は
、
学
徒
が
見
た
只
一
度

の
、
そ
し
て
最
後
の
姿
で
あ
っ
た
。 

(略) 

 

翌
日
土
中
生
は
第
二
工
員
寄
宿
舎
前
で
物

資
の
特
配
を
受
け
た
。
雨
傘
、
綾
織
り
の
綿
テ

ー
プ
、
神
風
印
石
鹸
、
チ
リ
紙
束
等
の
日
用
品
、

ノ
ー
ト
類
、
当
時
と
し
て
は
容
易
に
手
に
入
ら

な
い
品
々
で
あ
っ
た
。
名
残
尽
き
な
い
一
空
廠

生
活
と
慌
だ
し
く
別
を
告
げ
、
入
寮
者
は
実
家

へ
戻
っ
た
。 

 
九
月
下
旬
各
生
徒
が
動
員
六
ヶ
月
間
の
給

与
と
し
て
受
取
っ
た
金
額
は
、
三
八
〇
円
程
の

郵
便
貯
金
通
帖
で
あ
っ
た
。｣ 

 

ま
た
８
月
21
日
に
は
、
動
員
以
来
389
日
の

寮
生
活
を
送
っ
て
き
た
麻
生
中
生
徒
も
、
涙
な

が
ら
に
引
き
上
げ
て
行
き
ま
し
た
。 

 

復
学 

 
 

戦
争
が
終
わ
る
と
、
動
員
さ
れ
て
い
た
２
年

生
以
上
の
生
徒
た
ち
が
、
続
々
と
学
校
へ
戻
っ

て
来
ま
し
た
。
そ
の
時
の
学
校
の
様
子
を
中

48
・
高
１
回
屋
口
正
一
は
、
同
書
の
中
で
次

の
よ
う
に
描
い
て
い
ま
す
。 

 
｢

九
月
一
日
、
三
、
四
年
生
は
半
年
振
り
に

母
校
へ
登
校
し
た
。
建
舞
【
た
て
ま
い 

建
前
・

上
棟
式

】
は
し
た
も
の
の
資
材
不
足
で
骨
組
だ

け
だ
っ
た
新
講
堂
は
、
屋
根
と
応
急
の
外
壁
を

張
っ
て
、
学
校
工
場
と
な
り
万
力
台
が
並
ん
で

ゐ
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

博
物
教
室
と
物
理
教
室
と
の
間
の
控
室
も

又
工
場
化
し
、
木
製
架
台
の
上
に
『
天
風
』(

空

冷
星
型
三
〇
〇
馬
力)

発
動
機
数
台
が
置
か
れ

て
ゐ
た
。
九
三
中
練
整
備
器
材
と
こ
れ
ら
は
間

も
な
く
解
体
さ
れ
、
新
品
の
ド
イ
ツ
ユ
ン
グ
マ

ン
発
動
機
数
台
と
共
に
穴
を
掘
っ
て
そ
っ
く

り
埋
め
ら
れ
た
。
場
所
は
元
自
転
車
置
場
と
プ

ー
ル
小
屋
の
間
か
ら
、
真
鍋
国
民
学
校
【
現
真

鍋
小
学
校
】
通
り
へ
出
る
裏
門
脇
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

戦
意
昂
揚
的
事
物
の
一
掃
が
始
り
、
図
書
室

の
本
の
半
数
を
超
え
る
量
が
庭
に
投
げ
出
さ

れ
、
残
暑
の
中
、
炎
と
な
っ
た
。 

 

す
め
ら
ぎ
に 

つ
か
へ
ま
つ
れ
と 

わ
れ
を
う
み
し 

わ
が
た
ら
ち
ね
ぞ 

た
ふ
と
か
り
け
る 

             
 

   

佐
久
良
東
雄
の
歌
碑
が
埋
め
ら
れ
た
の
は
、

九
月
半
ば
で
あ
る
。
先
生
と
生
徒
が
代
る
代
る

万
能
【
ま
ん
の
う 

農
具
の
一
つ

】
で
礎
石
の
後
側

を
深
く
掘
り
、
土
空
【
土
浦
海
軍
航
空
隊
】
か
ら

復
員
し
た
山
崎
【
長
次
郎
】
先
生
が
、
振
上
げ

た
唐
鍬
【
と
う
ぐ
わ 

農
具
の
一
つ

】
で
え
ぐ
る
様

に
石
の
う
し
ろ
下
を
一
撃
す
る
と
、
碑
は
土
台

ご
と
ど
さ
り
と
仰
向
け
に
倒
れ
た
。 

(略) 

 

銃
器
庫
内
の
銃
器
類
の
処
理
に
先
立
っ
て
、

利
用
で
き
る
も
の
が
生
徒
へ
配
給
に
な
っ
た
。

背
嚢
、
水
筒
、
帯
革
そ
の
他
が
く
じ
引
で
配
ら

れ
た
。
銃
剣
術
防
具
を
引
当
て
た
農
家
の
生
徒

は
、
馬
具
に
改
造
し
た
者
も
ゐ
た
。
小
銃
、
銃

剣
の
大
半
は
本
土
防
衛
用
と
し
て
終
戦
以
前

に
軍
へ
返
納
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
鹵
獲
【
ろ
か

く 

戦
利
品
】
フ
ォ
ー
ド
乗
用
車
も
既
に
な
か

っ
た
。
進
駐
軍
が
来
る
と
い
ふ
噂
に
滑
空
班
の

二
機
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
も
無
惨
に
解
体
さ
れ
た
。 

 

世
間
に
は
旧
軍
用
品
が
出
廻
っ
た
。
飛
行
靴
、

軍
靴
、
マ
フ
ラ
ー
、
落
下
傘
バ
ン
ド
、
そ
し
て

軍
服
等
々
、
い
づ
れ
も
戦
中
は
到
底
手
に
入
ら

ぬ
物
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
生
徒
に
も
軍
服
が
目

立
っ
た
。
海
軍
略
帽
に
剣
吊
り
付
の
陸
兵
上
衣
、

予
科
練
服
に
陸
軍
軍
靴
と
い
っ
た
、
チ
ャ
ン
ポ

ン
姿
さ
へ
ち
っ
と
も
お
か
し
く
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。｣ 

 
 

1945

年
11
月
２
日
に｢

陸
軍
現
役
将
校
配
属

令｣

が
、
５
日
に
は｢

陸
軍
現
役
将
校
配
属
施
行

規
程｣

が
廃
止
さ
れ
て
、
学
校
教
練
に
も
終
止

符
が
打
た
れ
ま
し
た
。
以
後
、
生
徒
の
ゲ
ー
ト

ル
姿
も
先
生
及
び
上
級
生
へ
の
敬
礼
も
終
わ

り
を
告
げ
ま
し
た
が
、
生
徒
た
ち
が
大
日
本
帝

国
の
軛
（
く
び
き 

自
由
を
束
縛
す
る
も
の

）
か
ら
解

き
放
た
れ
、
敗
戦
と
い
う
大
衝
撃
か
ら
立
ち
直

る
た
め
に
は
、
い
ま
暫
く
の
時
間
が
必
要
で
し

た
。 

 

(注)
海
軍
委
託
学
生
制
度 

 
｢

大
学
令｣

に
基
づ
く
大
学(

い
わ
ゆ
る
七
帝
大)

の
工
学

部
・
理
学
部
に
入
学
し
た
新
入
生
の
中
か
ら
数
十
名
の
学
生

を
試
験
で
選
抜
し
、
海
軍
の
委
託
学
生
と
し
て
採
用
す
る
。

採
用
さ
れ
た
学
生
に
は
、
卒
業
後
に
海
軍
に
奉
職
す
る
こ
と

を
条
件
に
、
月
額
10
円
の
学
費
と
年
間
35
円
の
被
服
費
と
が

学
校
を
通
じ
て
支
給
さ
れ
る
。
卒
業
と
同
時
に
海
軍
技
術
中

尉
に
任
官
さ
せ
る
制
度
。 
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中
48
・高
１
回
屋
口
正
一) 

 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

（
高
21
回 

松
井
泰
寿) 

佐
久
良
東
雄
歌
碑(

善
応
寺) 

 

1944
年
12
月
５
日
に
竣
工
し
、
13
日
に
除
幕
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
当
初
は
、
現
在
の
進
修
学
習
館
前
に
建
て
ら
れ
、
1945

年
９
月
に
そ
の
地
に
埋
め
ら
れ
た
が
、
1953
年
に
掘
り
出
さ

れ
、
東
雄
が
住
職
を
し
て
い
た
善
応
寺
へ
移
設
さ
れ
た
。

海
軍
主
計
中
将
武
井
大
助(

中
3
回)

の
揮
毫
に
よ
る
。 


